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最近の松浦の話題



松浦高校とは？



開科式（４月８日）



松浦高校とは？



H25
●生徒数の減少により普通科が１学年４学級（定員160名）
から３学級（定員120名）となる

●松浦市による就学支援制度開始

H26
●商業科を新設し、普通科２学級・商業科１学級となる
（定員120名）

H29 ●地域課題解決学習「まつナビ」スタート

Ｒ２
●文科省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」
研究指定（～Ｒ４年度）

Ｒ４ ●普通科を地域科学科に改編

松浦高校の学校改革の動き



ビジュアル資料



１. まつナビ・プロジェクトとはＰ

２. 松高の実践～構想と実践、成果と課題～Ｄ

３. 検証～研究開発単位Ⅰ、Ⅱを踏まえて～Ｃ

４. これからのまつナビ・プロジェクトＡ

本日の発表内容



・地域を愛し大切にする姿勢の育成
・課題解決能力を高める

〔目的〕

１. まつナビ・プロジェクトとはＰ

課題解決型学習「まつナビ」に、令和２年度
から、１年生での「プレまつナビ」、３年生
での「ポストまつナビ」を連動させて、生徒
の課題解決能力を高めることを目指した取組



「まつナビ」で培った課題研究の
カリキュラムと生徒支援の在り方
を、より充実させることができれ
ば、この目的を達成することがで
きるだろう

〔仮説〕

充実を図る方向性として考えら
れることは次の２項目である



①高校２年生のみの取組
⇒１～３年生の３年間の取組へ

②松浦市のみによる支援
⇒地域の多くの方々による組織的な

支援体制の構築へ

①・②を計画的、継続的に実施・検証
・改善⇒目的の達成できるのでは？

〔仮説〕



研究開発単位Ⅰ

高校３年間を通して地域課題解決
型学習を充実させるカリキュラム
の開発



研究開発単位Ⅰ

○学校設定科目による学び
○ＭＮＰとリンクする授業実践

（教科横断・ヨコのつながり）
○小中学校及び大学等との連続性

のある学び（タテのつながり）



研究開発単位Ⅱ

地域課題解決学習を組織的に支援
する体制づくり



研究開発単位Ⅱ

○コンソーシアムとの協働

○カリキュラム等開発専門家に
よる助言等（大学との連携）

○地域協働学習実施支援員による
支援等（コーディネーター）



２. 松高の実践

学校設定科目
「まつナビ・プロジェクト」

～構想と実践、成果と課題～

Ｄ



まつナビ・プロジェクト

ポストまつナビ
（３年）

まつナビ
（２年）

プレまつナビ
（１年） 課題研究テーマ設定

実践活動＆まとめ

課題研究活動



プレまつナビ（１年生）の取組

①教科横断型と地域連携の授業づくり

②課題研究活動に必要な知識・
技能習得

③課題研究テーマ設定



①教科横断型の授業づくり

地理と数学

国語と英語

エラトステネス
になって地球の
大きさを測ろう

漢文と英語の
使役動詞の役
目は同じだ



①地域連携の授業づくり

流鏑馬見学

（例）歴史総合特別授業

鷹島海底遺跡



外部講師による探究講演

②課題研究活動に必要な知識・技能習得

グループ探究活動

探究の手法や必要なマインドセットを身に付ける



陸・水・街・島の４コース

②課題研究活動の基本的な知識・
技能習得（バスツアー）

R2、R3まで

A：地域貢献・地域活性化コース

B：人口・環境問題コース

C：産業コース

D：歴史・国際・文化コース

R4は



②課題研究活動に必要な知識・
技能習得（志佐んぽ）

テーマ設定力やコミュニケーション力等を身に付ける



バスツアー（7月２１日）



学習報告会（9月１４日）

コミュニケーション力・論理的思考力等を身に付ける



③課題研究テーマ設定

課題発見力・テーマ設定力等を身につける



プレまつナビの成果

①教科横断型と地域連携授業の充実
②課題研究活動に必要な知識・技能

習得のための豊富なインプット
③自分ごととしたテーマ設定を通じて

キャリア形成とのつながりを強める
ことができた



まつナビ（２年生）の取組

①課題研究構想発表

②フィールドワーク

③中間・校内発表

⑤課題研究活動の評価

④実践活動（例）



①課題研究構想発表（５月２５日）



②フィールドワーク（７月２１日）



③中間発表会（９月２８日）



③校内発表会（１２月１４日）



③校内発表会（１２月１４日）



④実践活動（例）

地元お菓子屋さん
とのコラボ商品

校内で回収した廃油を再利用して、
カフェを運営（松浦こども博）

将来的に廃油から石鹸を作成して販売



⇒ 学校設定科目の学習到達度を、生徒

が自己評価しながら試行錯誤を重ね、

研究活動を進める

⑤課題研究活動の評価



ルーブリック評価規準（例）

各種発表会前（１か月前）に配
布して、生徒は毎週の活動後に
到達度を自己評価する



課題研究発表会（ご案内）

令和５年１月１８日（水）開催

１３：００～松浦市文化会館

１月１９日以降動画配信（期間限定）

このQRコードで
お申込みください⇒



まつナビの成果

・ルーブリック評価規準による生徒
の自己評価システムの確立

・課題研究発表会において、単なる
提言にとどまらない実践活動報告
を行う、プロジェクトの増加



ポストまつナビ（３年生）の取組

①研究論文作成

②校内発表における提案事項の
校外実践



①研究論文作成



②校内発表における提案事項の校外実践

９月２１日設置 １０月６日引渡式



ポストまつナビの成果

・これまでの活動を振り返り、
大学入試等キャリア形成につな
がる個人研究の論文作成ができた。

・提案にとどまらない実践活動の
充実



２. 松高の実践

地域課題解決学習を組織的に
支援する体制づくり

～構想と実践、成果と課題～

Ｄ



・コンソーシアム

・運営指導委員会

・カリキュラム開発等専門家

・地域協働学習実施支援員

地域課題解決学習を組織的に支援する体制



コンソーシアム会議（７月実施）



地域課題解決学習を組織的に支援する体制



コーディネーターの役割

①生徒・学校・地域のより簡便
なマッチング体制の構築

②発表会サポート及びフィールド
ワーク等の教職員との打合せ

③毎週水曜日の校内プロジェクト
チーム会議の参加

④生徒の探究活動サポート



学校内の体制及び学校外体制

（コンソーシアム）構築における成果

コンソーシアム構成員との協働に

よる実践活動



学校内の体制及び学校外体制

（コンソーシアム）構築における課題

学校（生徒）と地域との協働活動

におけるマッチング体制の構築



コーディネーターについての成果

年間計画を踏まえた、生徒の課題

研究活動の円滑なコーディネート



コーディネーターについての課題

〇地域協働を進めるための事業所等との

円滑なマッチングの促進

〇大学等も視野に入れた、広範囲の活動

におけるコーディネート力

〇コーディネーターが主体的に地域の

リソースを知る（開拓する）こと



３. 検証

～研究開発単位Ⅰ、Ⅱを踏まえて～

Ｃ



令和２～４年（３か年）の成果（まとめ）

●コンソーシアム構成員との協働による
実践活動の充実

●病院や大学の研究者、気象台などによる
地域連携による授業の実施

●ルーブリック評価規準を使った生徒による自己評価
システムの確立

●教科横断型の授業の実施
●ＩＣＴ授業を視野に入れた公開授業の実施



令和２～４年（３か年）の課題（まとめ）
●過年度研究に頼らない、新しく斬新な課題研究

テーマ設定
●キャリア形成（大学入試等）につながる課題研究

テーマ設定
●見通しをもった高校生らしい研究活動
●松浦市だけでない、近隣都市なども視野に入れた

課題研究活動
●提言だけにとどまらない実践活動
●地域科学科のアピールと説明
●学校（生徒）と地域との協働活動における

マッチング体制の構築



４. これからのまつナビ・
プロジェクト
（今後の展望）

Ａ



①学校設定科目（１・２年）及び

総合的な探究の時間（１～３年）

を使った研究活動







⇒ 「学び」をより具体化、実践化

⇒ 計画的な研究時間の確保

⇒ 研究テーマ設定と地域のリソース

とのマッチング

⇒ 地域を構成員とした松高応援団

（仮称）との協働活動



②キャリアプランニングを踏まえた、

計画的なテーマ設定（１年）

⇒ 一人一人に応じたテーマ設定

⇒ 生徒の主体性を尊重

⇒ 「自分ごと」の研究活動

⇒ 教科の学びにつなげる



③新しい授業づくり

⇒ 教科横断型（含ICT教育）授業

⇒ 地域連携授業

⇒ 生徒と教職員の新しい学びのマインド
セット

⇒ 「まつナビ・プロジェクト」とリンク
する教科の授業実践（相互補完的な
授業研究を全教職員で進めていく）



⇒ withコロナの下、研究班での「協働」

の推進と「学び」を止めない仕掛け

⇒ 情報ネットワークのしくみを理解する

ことも含めた幅広い情報リテラシーを

身に付けさせる

⇒ データサイエンス分野の活用方法の研究

をあらゆる教育活動で進める



④キャリア形成をゴールとした見通し

（計画性）を持った研究活動

⇒ 「研究」の進め方を常に検証

⇒ 「試行錯誤」を恐れない

⇒ 総合的な探究の時間や教科指導と

のつながりを意識した年間計画の

作成（PJチームで作成中）



⑤コンソーシアムとの協働の一層の推進

⇒ まつうら未来会議やフィールド

ワーク等を通して頑張っている地

域の方々との交流

⇒小・中学校や大学との計画的な交流

と協働活動

⇒「地域を大切にする姿勢」の育成







松高自走の３ステップ

導入期

充実期

自走期

まつナビ（２年生のみ）
のはじまり

R2～R4地域との協働
による高等学校教育改
革推進事業（地域魅力
化型）

R5～まつナビ・プロジェ
クトを中心とした教育活
動の醸成

・生徒と教職員
の新しい学びの
マインドセット
・地域と生徒の
学びのマッチン
グ体制の構築

育成を図る資質能力

・コミュニケーション力
（傾聴・対話・発信）

・課題発見力、テーマ設定力

・論理的思考力

研究開発単位Ⅰ
高校３年間を通して地域課題解決型学習を
充実させるカリキュラムの開発

研究開発単位Ⅱ
地域課題解決学習を組織的に支援する体制づくり



松浦高校のまつナビ・プロジェクト
について御感想・御助言・御質問を
宜しくお願いします。


